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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第１区分
【発行日】令和2年10月15日(2020.10.15)
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【手続補正書】
【提出日】令和2年8月25日(2020.8.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　昇華性染料及び固体の昇華性キャリア剤を基体に塗布することで、染色用基体を取得す
る第一工程と、
　前記第一工程によって取得された前記染色用基体を樹脂体と対向させ、前記染色用基体
を加熱することによって、前記染色用基体に塗布された前記昇華性染料及び前記昇華性キ
ャリア剤を昇華させ、前記昇華性染料及び前記昇華性キャリア剤を前記樹脂体に付着させ
る第二工程と、
　前記第二工程によって、前記昇華性染料及び前記昇華性キャリア剤が付着された前記樹
脂体を加熱することによって、前記昇華性染料及び前記昇華性キャリア剤を定着させる第
三工程と、
　を有することを特徴とする樹脂体の染色方法。
【請求項２】
　請求項１の染色方法において、
　前記第一工程は、前記昇華性染料が含有された染色用インクと、前記昇華性キャリア剤
が含有されたキャリア剤インクと、を印刷装置を用いて、前記基体に印刷することによっ
て、前記染色用基体を取得することを特徴とする染色方法。
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【請求項３】
　請求項１又は２の染色方法において、
　前記第１工程において、前記昇華性染料及び前記昇華性キャリア剤とは前記基体に混合
された状態で塗布されていることを特徴とする染色方法。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれかの染色方法において、
　前記第二工程は、前記第一工程によって取得された前記染色用基体を樹脂体と非接触に
対向させ、前記染色用基体を加熱することによって、前記染色用基体に塗布された前記昇
華性染料及び前記昇華性キャリア剤を昇華させ、前記昇華性染料及び前記昇華性キャリア
剤を前記樹脂体に付着させることを特徴とする染色方法。
【請求項５】
　染色用基体を樹脂体と対向させ、染色用基体を加熱することによって、昇華性染料及び
固体の昇華性キャリア剤を昇華させ、前記昇華性染料及び前記昇華性キャリア剤を樹脂体
に付着させる工程において使用される染色用基体の製造方法であって、
　印刷装置のインクジェットヘッドから、前記昇華性染料を含有する染色用インクと前記
昇華性キャリア剤を含有するキャリア剤インクとを基体に向けて吐出することで、前記昇
華性染料及び前記昇華性キャリア剤を前記基体に印刷することで前記染色用基体を取得す
る第一工程を含むことを特徴とする染色用基体の製造方法。
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